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1. 研究背景と目的 

 高齢化が年々深刻化する中、公共交通サービスの必

要性は高まっているものの、郊外住宅地の空洞化など

も相まって公共交通の利用者は減少し、サービスの維

持が困難になっている。このような状況の中、高齢者

の外出支援を目的として、新たな公共交通サービスの

あり方が問われていると言える。そこで本研究では、

市民協働で様々な取組を行ってきた河内長野市で、高

齢者の外出支援を目的として導入された新たな３種類

のバスサービス(表-1)の利用者を対象に調査を実施し、

利用状況とサービス評価の昨年度からの変化を踏まえ

た課題を明らかにすることで、高齢者の外出支援に対

する効果評価を行うことを目的とした。 

表-1 対象とするバスサービス 

 

2. 日曜日同伴者割引(サービスⅠ)の評価 

 モックルコミュニティバス(以下、モックルバス)利

用者を対象にヒアリングとアンケート調査を行った

(表-2)。ヒアリング調査のサンプル属性は、60 歳以上

の高齢層の割合が高く、高齢者にとってモックルバス

の必要性は高いといえる(図-1)。サービス利用者の同

伴相手は前年と比べ、｢友人｣の回答割合の増加が顕著

であり、高齢者をはじめとする各年齢層の交流活性や

若年層のバス利用者としての定着が期待できる(図-2)。 

表-2 同伴者割引調査概要 

 

 

また、平日運用については、約 9 割が賛成し、さら

に 8 割以上が利用意向を示した。平日利用意向者の同

伴相手は、高齢者では｢夫婦｣・｢子供｣・｢孫｣、高齢者

以外では｢夫婦｣・｢父母｣・｢子供｣であり、家族との利

用が高い割合を占めている(図-3)。 

 

図-1 同伴者割引調査のサンプル属性 

 
図-2 年齢別にみたサービス利用者の同伴相手 

 
図-3 平日利用意向者の同伴相手 

また、｢利用意向｣の属性をみるため、性別、年齢、

同伴相手、目的を説明変数として判別分析を行ったと

ころ、｢夫婦｣や｢父母｣あるいは｢友人｣と｢公共施設｣や

｢娯楽｣、｢通院｣目的の利用意向が高くなった(図-4)。 

 

図-4 平日利用に関する判別分析
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以上のことから、平日運用により、バス利用そのも

のの増加と高齢者の外出支援、世代間交流による外出

機会の創出等の効果の可能性が示唆されたと言える。 

3. 同一区間同一料金サービス(サービスⅡ)の評価 

 路線バス(千代田線)利用者を対象にアンケート調査

を行った(表-3)。このサービスは主として通院利便性

の向上を目的として導入されており、回答者のバス利

用目的においても｢通院｣の割合が高い(図-5)。 

表-3 同一料金調査概要 

 

 

 

図-5 同一料金調査サンプル属性 

当日の路線バス利用理由を尋ねると、6 割が常時利

用者であるが、料金や偶然乗車も 25%あり、増便と同

じ効果があると考えられる(図-6)。また、通院利用者

にとって付加目的効果も期待できると言える(図-7)。 

 

図-6 千代田線を利用した理由 

 

図-7 通院利用者の行動変化 

4. フリー乗降サービス(サービスⅢ)の評価 

 南青葉台住民を対象にポスティングによる調査

を行った(表-4)。前年に比べ利用率が増加しているこ

とから、時間経過に伴ってサービスの周知効果があっ

たと考えられる(図-8)。また、同市内の先行事例(荘園

町) と同様、利用増加者の約 9 割が高齢者であり、高

齢者の外出支援としての効果があるといえる(図-9)。 

そこで、今後の展開に向けて、先行事例を含めて、

フリー乗降導入のための一定条件を整理した(表-5)。 

表-4 フリー乗降調査概要 

 

 

図-8 サービス利用率 

 
図-9 サービスによるバス利用増加者の年齢構成 

表-5 フリー乗降導入の条件 

 

5. 研究の成果と今後の展開 

 3 種類のサービスが時間経過とともに認知されたこ

とで、利用者の増加に加え、高齢者の外出支援に効果

があり、同伴による外出の増加が期待できることもわ

かった。今後は、その効果を精査した上で、サービス

拡大や他地域への展開を図るための取組が課題である。 
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対象地区 南青葉台

調査方法 ポスティング(郵送回収)
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